
桑原志織さん（ピアノ）応援レポート 
「オーケストラ・セレーナ第8回演奏会」 

2017年8月27日（日）14:00開演  
杉並公会堂大ホール 

＜演奏会概要＞ 
◆プログラム 
モーツァルト：歌劇「魔笛」KV620序曲 
チャイコフスキー：ピアノ協奏曲第1番変ロ短調 Op.23 
メンデルスゾーン：交響曲第3番イ短調Op.56「スコットランド」 
  
◆アンコール 
桑原さんのアンコール曲：ラフマニノフ 絵画的練習曲集 
「音の絵」Op.39-1 
オーケストラ・セレーナのアンコール曲：メンデルスゾーン 
「真夏の夜の夢」より「夜想曲｝ 

桑原さんの演奏は、とても堂々としていました。桑原さ
んの思いが、深く、豊かな音色に乗って伝わってきて、
とても心が揺さぶられました。 
  

普段の桑原さんは、一見したところ物静かに見えます
が、一旦演奏が始まると、表情豊かな音色、旋律が
次々と溢れ出てきます。まるで、桑原さんの中に秘め
られていた楽曲を慈しむ気持ちが解放されたかのよう。 
  

桑原さんが、「音符の隅々まで作曲家の魂の声を感じ
ながら演奏し、皆様と感動を共にできるよう、果てしな
い道のりではありますが、日々精進してまいります。」 

と書いていらっしゃるのを目にしましたが、確かに感動
を共有し、音の無限の広がりを通して、自分自身の世
界が広がった気がします。 
 

幸せや喜びを感じたり、嬉しくなったり、感動したり。
音楽の持つ力の素晴らしさを実感した演奏会でした。 
  

演奏後の満足そうな、幸せそうな桑原さんの笑顔がと
ても印象的でした。 （当日のプライヤーより） 



以下の質問に対する桑原さんの回答を読んで、演奏会の日、 

桑原さんの演奏を聴いて何故心が震えたのか、その理由が分かった気がします。 

是非お読み下さい♪ 

Q1. 今日の演奏はチャイコフスキーのピアノ
協奏曲第1番変ロ短調Op.23 でしたが、 

この有名な曲を弾かれるにあたり、どういう
演奏を目指して臨まれましたか。  
  
A1. チャイコフスキーは、私のピアノ協奏曲

のレパートリーの中で最もオーケストラとの
共演回数が多い曲です。この曲のファンも非
常に多いですし、歴史的な名演も既にたくさ
んありますが、それにこだわりすぎず、今回
はより自分らしく弾きたいと思いました。 
 

この曲を私自身がどう感じているか、どのよ
うに歌いたいかなどをのびのびと表現するた
めにも、独りよがりにならないよう練習でスコ
ア譜によく目を通しながら、説得力のある演
奏を目指したつもりです。 
 

 Q2. 財団のHPに、「私はいつも、聴いてく

ださる方々に演奏する曲の素晴らしさを
お伝えしたい、その感動を共有したい、と
いう気持ちでステージに臨みます。」とあ
りますが、今日の演奏ではいかがでした
か。 
  
A2. オーケストラとの協演はソリストにとっ

て大きな幸せですし、何といっても素晴ら
しい曲なので、私自身演奏しながらこの
曲の偉大さをひしひしと感じました。 
 

その喜びと感動を少しでもお客様と共有
したいという気持ちは今回も常にありまし
た。幸い、終演後のアンケートで本当に
たくさんの嬉しいコメントをいただくことが
できました。 
 

（下線は筆者による） 



Q3. チャイコフスキーは誰もが知るあまりにも

有名な作曲家ですが、桑原さんにとってどんな
作曲家ですか。 
  
A3. 小さい頃にクラシックバレエを習っていたの

で、発表会で白鳥の湖、くるみ割り人形などを
踊りました。ですので、どこか懐かしく、馴染み
深い作曲家です。 
 

が、一方でチャイコフスキーのピアノソロ曲はま
だそれほど弾いていませんので、これからさら
に取り組んでいきたい作曲家でもあります。以
前、この曲に初めて取り組むことになったとき 

に、チャイコフスキーが影響を受けたと言われ
るチェーホフの作品をいくつか読んだのですが、
すっかり私も気に入って夢中で読んだ思い出
などもあります。 
  
 

Q5. 今日はオーケストラ・セレーナさんとの

共演でしたが、協奏曲の演奏にはどのよう
な楽しさ、難しさがありますか。 
  
A5. 協奏曲の楽しさは、何といっても巨大な

アンサンブルです。普段は客席で聴いてい
るオーケストラの迫力ある演奏に、ソリスト
として参加し、様々な楽器と対話できるの
は私にとっては本当に幸せな時間です。も
ちろんソロや室内楽も大好きなのですが、
協奏曲を演奏させていただく楽しさは格別
です。今回の中田先生率いるオーケストラ・
セレーナさんは、合わせ練習のときからエ
ネルギーに溢れていて、本番も素晴らしい
演奏で支えてくださいました。心から感謝し
ています。 
  

協奏曲は、室内楽と違って短い合わせ練習
のみで本番に臨まなければならないことが
多く、作品によってはうまく合わずに苦労す
ることもあります。また、協奏曲は各作曲家 

の集大成ともいえる作品が多いので、非常
にテクニカルで、且つ会場に合わせてピア
ノをしっかり鳴らし響かせないといけない、
などの難しさがあると思います。 

Q4. 今日のコンサートを経て、何か新しい発
見はありましたか。 
  
A4. 自分の技術面で、気が付いたことは多々

ありました。大規模なホールで演奏する事は、
普段の練習でなかなかないことなので、多く
の気づきを得ることができますし、大変勉強
になります。 
 

今回改めてチャイコフスキーのピアノ協奏曲
の素晴らしさと、その壮大なロマンを全身で 

感じとり、客席の皆様と共に味わえたことは
大きな喜びでした。 

（下線は筆者による） 

（杉並公会堂のHPより） 

（指揮者の中田延亮先生と） 



Q6. どのような演奏家を目指していらっしゃいま

すか？そのために今は何をしたいと思っていらっ
しゃいますか。 
  
Q6. 演奏会にいらして下さったお客様に寄り添い、

何かしらお心を満たすことができる演奏をしたい
ですし、そんな演奏をするピアニストになりたいと
思います。心を満たすものは曲目によって、また
それぞれの方によって違ってくると思います。喜
び、慰め、安らぎ、勇気、希望など様々な可能性
があると思いますが、何かで心満たされることが、
イコール感動するということではないかと考えて
います。そのような演奏をするために私自身まだ
まだ勉強することが尽きません。お客様に曲の素
晴らしさをお伝えして感動を共有したい、という気
持ちは常に持ってステージに臨んでいます。 
  

今後はピアノや音楽に限らず、とにかく芸術とい
う幅広い世界にたくさん触れて、様々な知識と感
性を磨いていきたいと思います。そのためにも、
やはり本場への留学というのは一つ有効な手段
なのではないかと考えています。 

「お客様から大きな反響をいただいたとのことで、
オーケストラの代表の方が、終演後のアンケート
366枚のコピーを全て私に送ってくださいました。

お客様が喜んでくださったことがよくわかり、大変
嬉しく思いました。」とのことでした。 
 

楽曲の素晴らしさを伝えたい、共有したい。喜び、
慰め、安らぎ、勇気、希望、、、何かで心を満たし
て欲しい。そういう強い思いを込めての演奏だっ
たからこそ、心に響くものがあったのだと思います。 
 

ただ、強い思いさえあれば伝わるのではなく、そ
の思いや願いを音に乗せて、聴き手に伝えるには、
技術はもちろん、その他にも経験や幅広い知識な
ど、さまざまなものが必要なのだと思います。 
  

桑原さんにはその伝える力、説得力がある。そし
てその力は、今後の留学も含め、これからの色々
な経験を経てもっと大きくなるのだと思います。桑
原さんが、これからどんな変化を見せてくれるの
か、どこまで大きくなっていくのか、わくわくする位
楽しみです。 

              ピョートル・イリイチ・チャイコフスキー  

              1840年5月7日‐1893年11月6日    国籍： ロシア 

              1840年 ウラル地方の田舎町で鉱山技師の子として生まれる。 

              5歳頃からピアノを習う。 

              50年 当時はまだ音楽家の地位も確立されておらず、父の意を汲み法律 

              学校に学ぶ。 

              59年 学校卒業と同時に法務省に勤務。しかし音楽への情熱断ちがたく 

              62年 ロシア音楽協会付属の音楽学校（後のペテルブルグ音楽院）に入る。 

              63年 法務省の役人を辞職して音楽家への一歩を踏みはじめる。その裏

には、ルビンシテインから「君は才能はあるが音楽に対する姿勢がよくない。他に職業を持ってい
ることで音楽に没頭できないのなら音楽の勉強をやめた方がよい」との忠告があったという。 

65年 音楽院を卒業し、66年からルビンシテインが開設したモスクワ音楽院の教授となる。 

75年 34歳の時に「ピアノ協奏曲第一番」を作曲。初演を依頼したルビンシテインの酷評を受けた
が、指揮者であり、ピアニストでもあったハンス・フォン・ビューローに楽譜を送る。ビューローによ
る初演は大成功を収め、ルビンシテインはチャイコフスキーに謝罪し、自らもこの曲を演奏するよ
うになった。 

77年 モスクワ・ボリショイ劇場バレエ団によってチャイコフスキー作曲の「白鳥の湖」 が初演さ
れたが、初演は失敗に終わった。しかし、彼の死後2年後に演出家マリウス・プティパらが遺稿か
らこの作品を発掘し、振り付けなどを変えて蘇演した。この公演はたいへんな人気を博した。 

バレエ音楽「眠れる森の美女」 （初演1890年）  「くるみ割り人形」 （初演1892年） 

この3つのバレエ音楽が3大バレエ音楽として盛んに上演されるようになったのは彼の死後のこと
である。               （クラシック作曲家ファイル」中島克磨 ドレミ楽譜出版、およびインターネットより） 

（下線は筆者による） 



（当日のプライヤーより） 



（当日のプライヤーより） 


